
地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の申請主体の名称 

山口県吉敷郡秋穂町 

 

２ 地域再生計画の名称 

秋穂町にぎわい再生計画 

 

３ 地域再生の取組を進めようとする期間 

平成１７年度～平成２１年度 

 

４ 地域再生計画の意義及び目標 

秋穂町は、山口県の南部、瀬戸内海のほぼ中央に位置し、瀬戸内海に５本

の指を開いた半島状の形状をし、総面積は２４.０９ｋ㎡である。本町の海岸

線は２０ｋｍ以上に及び、瀬戸内海でも数少ない自然海浜を有しており、紺

碧の海や山の緑など、自然に恵まれた町である。 

本町は、春には四国に次ぐ歴史を持つといわれる秋穂八十八ヶ所霊場をお

遍路さんが巡る「お大師まいり」の姿と菜の花に彩られる。夏には、自然海

浜の海水浴場において、本町の特産品の車えびを使い、全国的にも珍しい活

きた車えびを干潟に放ち、手づかみで捕まえる「えび狩り世界選手権大会」、

観光・体験地引網、ヨット教室の開催、町内の全自治会が親睦と体力づくり

のために参加する「町民スポーツフェスタ」などを行っている。また、秋に

は、町内の各種団体や小中学校の生徒、個人など、全町あげて参加する「あ

いお祭り」、秋の夜空を鮮やかに彩る「あいお花火まつり」、本町出身者で、

昭和３０年の第５９回ボストンマラソン優勝者の故浜村秀雄氏の偉業を称え

るとともに、生涯スポーツ・競技スポーツの普及を図るための「浜村杯秋穂

ロードレース大会」を開催している。さらに冬には、広く一般の住民がみか

んの木のオーナーとなり、その木にできたみかんを自らの手で収穫する「あ

いお観光みかん」事業、ぜんざいの接待や正月用品、地元産の農海産物を販

売する「あいお道の駅まつり」など、四季を通じて様々な事業や催しを行っ

ている。 

しかし、本町には農業と漁業以外に主立った産業はなく、また、モータリ

ゼーションの進展による若者を中心とした町外流出や２６％を超える高齢化

等により、次代を担う後継者が激減している。本町の人口は、昭和３０年の

11,117 人をピークに減少傾向にあり、昭和４５年以降一旦増加に転じたが、

その後再び減少を続け、平成１２年の国勢調査では、7,941 人にまで減少し

ている。若者の減少や高齢化の進行などにより、地域のにぎわいや活力は失

われつつある。また、近隣都市に郊外型の大型店舗が多数進出しており、生



活圏域の拡大と相まって町内の商店街もまた衰退をし続けている。 

このような状況の中、平成１３年に策定した第２次秋穂町総合計画では、

『人と自然が共生し、快適でにぎわいあふれる町』を将来像としており、自

然との調和を図りながら、すべての人にやさしい快適な空間を創造し、元気

でにぎわいあふれるまちづくりを推進するため、「安全で快適な環境づくり」、

「活気ある交流づくり」、「計画的な土地利用によるまちづくり」、「生涯学習

によるまちづくり」を主要プロジェクトに諸事業を展開し、地域のにぎわい

や地域の活性化を図ろうとしている。 

また、秋穂町は、山口県央部１市４町において、山口県央における中核都

市づくりをめざし、平成１７年１０月の合併に向けた協議を続けている。新

市建設計画において本町は、「海洋空間の多様な活用による交流拠点づくり」

をめざし、「海洋交流拠点づくりプロジェクト」の推進を掲げている。 

このプロジェクトでは、「レクリエーション機能の充実」として、草山公園

や尻川海水浴場等の海浜環境を生かした憩いの場の整備を進めることとして

いる。また、「海洋資源を生かした交流の推進」として、本町を象徴するイベ

ントである「えび狩り世界選手権大会」や地引網等の体験漁業などを通じ、

地域の文化、特産物など多様なサービスを提供することにより、海をテーマ

にした交流に取り組むこととしている。さらに、交流を促すための環境整備

として、「良好な海浜環境の整備」を掲げ、県道や新市の道路整備、防波堤等

の漁港等の整備を進めるとともに、「海浜環境の保全」として、環境ボランテ

ィア活動を推進することにより、海浜の美化活動にも取り組むこととしてい

る。 

一方、地域住民の日常生活の充実を図るとともに、地域住民の生活満足度

の向上をめざすため、本町らしい海洋空間と調和した公営住宅や公園等の整

備、宅地開発などとともに、広域交通網へのアクセス利便性を生かした魅力

ある居住環境の整備により、定住人口の増大に努めることとしている。また、

県道の改良工事に伴い、地域コミュニティの一翼を担ってきた中央公民館の

解体が決定していることから、新たな地域コミュニティの核が求められてお

り、生涯学習や体験農業、コミュニティ、文化活動、ボランティア活動、ス

ポーツ活動の拠点として、地域交流センターの整備に併せ、図書館、体育施

設を整備することとしている。 

また、秋穂町では、平成７年１月に県道３３８号に道の駅「あいお」を開

設するとともに、平成１３年４月には、町営の国民宿舎「秋穂荘」をリニュ

ーアルしている。車えびの商業養殖発祥の地としても有名であり、養殖・天

然の車えび料理を味わえる店も複数有している。これらの既存施設により、

交流数に見合った経済効果が期待できる。 

これらに併せ、既存の施設や新たな施設などへ適切に誘導できる誰にでも

わかりやすい案内標識を統一的に整備し、新たな地域づくり、既存施設、イ



ベントの充実などの相乗効果により、「海」という自然との調和を図りながら、

すべての人にやさしい快適な空間を創造し、元気でにぎわいある地域として

再生を目指す。 

 

５ 地域再生計画の実施が地域に及ぼす経済的社会的効果 

本町の特性である「海」をテーマとした交流人口・定住人口の増加をめざ

した地域づくりを実施することにより、地域住民が郷土を再認識するととも

に、まちづくりや住民自治に対する意識の醸成・高揚が図られる。 

交流人口対策としては、「えび狩り世界選手権大会」や地引網等の体験漁業、

ヨット教室など、海を中心とした既存イベントの内容をさらに充実させるだ

けでなく、草山公園や尻川海水浴場等の海浜環境を生かした憩いの場の整備

を進め、これらを地域外の住民に対して十分な情報提供を行うことで、地域

内外の住民に対して本町の特性を意識付けるとともに、観光面での充実を図

る。また、生涯学習や体験農業、コミュニティ、文化活動、ボランティア活

動、スポーツ活動の拠点として、地域交流センターの整備に併せ、図書館、

体育施設等を整備することにより、多様な交流や住民の自主的な活動が促進

される。これらのことにより、地域としての魅力が一層向上し、平成１５年

度に約１０万６千人であった交流人口が、平成２０年には、１４万人以上を

見込める。 

一方、定住人口対策としては、本町らしい海洋空間と調和した公営住宅や

公園等の整備などとともに、広域交通網へのアクセス利便性を生かした魅力

ある居住環境の整備により、地域住民の日常生活の充実を図るとともに、地

域住民の生活満足度の向上をめざす。これにより、地域に対する愛着やまち

づくりに対する意欲、参加意識が向上する。 

海洋空間の多様な活用を中心とした交流人口・定住人口の増加は、既存の

商業施設がその受け皿となり、地域経済の活性化が促進される。これにより、

海という特性を有した本町のにぎわいが再生される。 

 

６ 講じようとする支援措置の番号及び名称 

 

２３０００１  道路使用許可・道路占用許可の手続改善 

２３０００４  都市と農山漁村の共生・対流に関する施策の連携強化 

２１２０２８  まちづくり交付金の創設 

２３０００７  案内標識に関するガイドラインの策定 

 

７ 構造改革特区の規制の特例措置により実施する取組その他の関連する事業 

○えび狩り世界選手権大会 

本町の特産品の車えびを使う。全国的にも珍しい活きた車えびを干潟に放



ち、手づかみで捕まえるイベントで、夏の恒例行事となっている。 

○体験地引網 

主として体験を目的として漁業協同組合が実施する。 

○ヨット教室 

自主学級であるセーリング連盟により、ヨットの操作方法を学ぶとともに、

秋穂の海を満喫する。 

○あいお祭り 

町内の各種団体や小中学校の生徒、個人など、全町あげて参加する秋の恒

例イベント。 

○あいお花火まつり 

１１月の夜空を鮮やかに彩る花火大会。 

○あいお観光みかん 

広く一般の住民がみかんの木のオーナーとなり、その木にできたみかんを

自らの手で収穫する。 

○浜村杯秋穂ロードレース大会 

本町出身者で、昭和３０年の第５９回ボストンマラソン優勝者の故浜村秀

雄氏の偉業を称えるとともに、生涯スポーツ・競技スポーツの普及を図る。 

○あいお道の駅まつり 

ぜんざいの接待や正月用品、地元産の農海産物を販売する。 

○海岸保全施設整備事業（秋穂漁港 浦地区） 

高潮対策として実施し、住民の身体・生命・財産の安全確保を図る。 

○漁業集落環境整備事業（秋穂漁港 浦地区） 

漁業集落の生活環境整備として、公園・緑地整備を行う。 

○公共下水道整備事業（秋穂処理区） 

 

 

８ その他の地域再生計画の実施に関し地方公共団体が必要と認める事項 

特になし 

 

 

 

 

 

 

別紙 支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組の内容、支援

措置を受けようとする者及び支援措置を講じようとする日 



別紙 

 

１ 支援措置の番号及び名称 

   ２３０００１  道路使用許可・道路占用許可の手続改善 

 

２ 当該支援措置を受けようとする者 

   山口県秋穂町 

 

３ 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組の内容 

秋穂町では、交流とにぎわいづくり、生涯スポーツの推進を図るための事業

として、町内の全自治会が親睦と体力づくりのために参加する「町民スポーツ

フェスタ」を９月の第１日曜日に、また、町内のみならず、県内外からの参加

がある「浜村杯秋穂ロードレース大会」を１１月の第３日曜日に実施している。 

特に、本町出身者で昭和３０年の第５９回ボストンマラソン優勝者の故浜村

秀雄氏の偉業を称えるとともに、生涯スポーツ・競技スポーツの普及を図るた

めの「浜村杯秋穂ロードレース大会」は、平成１５年度までに１２回を開催し、

毎年１０００人近い参加者となっている。競技種目は、中学生のみを対象とし

た３ｋｍから、５ｋｍ、１０ｋｍ及び２０ｋｍの４種目となっており、体力に

合わせ参加することができる。競技は、秋穂中学校グラウンドをスタート・ゴ

ールとし、秋空の下、沿道の声援を受けながら、各人のペースで町道及び県道

を駆け抜ける。また、町内の女性団体や近隣の短大、県警からは、各ポイント

での給水やゴール時間の計測、記録表の作成、選手の先導などにおいてボラン

ティアでのスタッフ協力を得るなど、本事業の重要な下支えを受けている。 

本事業の実施にあたり、競技が一般の道路を使用することから、毎年、道路

使用・占用許可を受けるため、警察署及び山口県へ許可申請しているが、申請

窓口が２箇所に及ぶだけでなく、時間的な煩雑さも加わっている。 

平成１６年度中に警察庁及び国土交通省の連携調整の下に都道府県警察及び

道路管理者に対して出される通達で、道路使用許可・道路占用許可手続きの簡

素化が図られることにより、申請の負担が軽減され事業のより円滑な実施が期

待される。 

 



別紙 

 

１ 支援措置の番号及び名称 

２３０００４  都市と農山漁村の共生・対流に関する施策の連携強化 

 

２ 当該支援措置を受けようとする者 

   山口県秋穂町 

 

３ 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組の内容 

本町内の主な産業は、農業と漁業であり、えび狩り世界選手権大会や体験漁

業などにより、海洋空間での都市住民との交流は図られている。しかし、農業

に関しての都市住民との交流事業は、現在行われていない。 

整備する地域交流センターの周辺は水田が広がっており、施設整備後におい

て、農業体験イベントを実施する方向で検討している。イベント事業を計画す

る場合や、事業プランを策定する場合において、平成１６年度中を目途に情報

提供される予定の本支援措置を参考にし、都市住民との交流を一層促進する。 

 



別紙 

 

１ 支援措置の番号及び名称 

   ２１２０２８  まちづくり交付金の創設 

 

２ 当該支援措置を受けようとする者 

   山口県秋穂町 

 

３ 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組の内容 

交流人口対策として、「えび狩り世界選手権大会」や地引網等の体験漁業、ヨ

ット教室など、海を中心とした既存イベントの内容をさらに充実させるだけで

なく、草山公園や尻川海水浴場等の海浜環境を生かした憩いの場の整備を進め、

これらを地域外の住民に対して十分な情報提供を行うことで、地域内外の住民

に対して本町の特性を意識付けるとともに、観光面での充実を図る。また、本

支援措置により整備を検討する地域交流センター・図書館・体育施設は、生涯

学習や体験農業、コミュニティ、文化活動、ボランティア活動、スポーツ活動

の拠点として位置づけ、多様な交流や住民の自主的な活動を促進させる。 

一方、定住人口対策としては、本町らしい海洋空間と調和した公営住宅や公

園等の整備などとともに、広域交通網へのアクセス利便性を生かした魅力ある

居住環境の整備により、地域住民の日常生活の充実を図るとともに、地域住民

の生活満足度の向上をめざす。これにより、地域に対する愛着やまちづくりに

対する意欲、参加意識が向上する。近年、田舎暮らしが見直されつつあり、本

町への定住希望の問い合わせは多い。しかし、民間の賃貸住宅を含めた供給量

は、必ずしも十分なものとはなっておらず、定住希望者への住宅・宅地供給が

課題となっている。本支援措置により、１棟１８世帯の公営住宅の整備を検討

することにより、定住をより一層促進させ、地域のにぎわい再生を加速させる。 

また、町内を走る幹線道路や生活道路については、幅員が狭く、歩道のない

区間も多くある。 

本支援措置により、道路幅員の拡張、歩道の確保、修景整備を検討すること

により、道路空間を海洋空間と併せ、にぎわいあるコミュニティの場とする。 

 

 



別紙 

 

１ 支援措置の番号及び名称 

   ２３０００７  案内標識に関するガイドラインの策定 

 

２ 当該支援措置を受けようとする者 

   山口県秋穂町 

 

３ 当該支援措置を受けて実施し又はその実施を促進しようとする取組の内容 

秋穂町には、道路案内標識や観光案内標識等が多く整備されている。しかし、

それらの標識は、個々の事業ごとに整備されてきたものであり、統一性が取れ

ておらず、また、必ずしも分かりやすいものとはなっていないのが現状である。 

今回整備・改良しようとする地区内に設置する案内標識等について、施設へ

の誘導のみならず、景観にも配慮し、本町を訪れる観光客等の利便性を高める

よう整備することとしている。 

平成１６年度にとりまとめられる予定の「観光活性化標識ガイドライン」の

配布を受けることにより、これを今後の案内標識等を整備する上での指針とし、

誰にでも分かりやすい案内標識等の統一的な整備を推進する。 

 

 


